
ひらけ！
授業の扉

き
た
い
質
問
を
ま
と
め
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
生

も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
話
を
す

る
中
で
よ
り
重
視
し
て
聞
い
た
方

が
い
い
と
思
え
ば
、
用
意
し
た
質

問
事
項
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も

い
い
と
い
う
こ
と
は
伝
え
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
慣
れ
て
い
く
に

従
っ
て
、
次
第
に
相
手
の
話
を
聞

き
な
が
ら
そ
の
場
で
質
問
の
内

容
を
工
夫
し
て
聞
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
実
習
を
通
し
て
、
将
来
、

も
し
こ
う
い
う
課
題
を
抱
え
た
と

き
に
は
自
分
は
こ
う
い
う
貢
献
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う

よ
う
な
未
来
志
向
の
部
分
を
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
実
習
を
開
講
し

た
意
義
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な

角
度
か
ら
も
の
を
見
て
現
象
を

解
釈
し
、
考
え
る
力
を
身
に
付
け

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
実
習
『
世
界

遺
産
・
白
川
郷
に
み
る
観
光
化

の
功
罪
』
は
、「
観
光
」
の
華
や

か
な
イ
メ
ー
ジ
だ
け
に
留
ま
ら
な

い
負
の
部
分
も
含
め
て
、「
観
光
」

と
い
う
現
象
を
考
え
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
調
査
の
事
前
準
備

と
し
て
、
受
講
生
8
人
に
白
川
郷

の
観
光
に
関
す
る
既
存
の
論
文

や
報
告
書
な
ど
の
資
料
を
分
担

し
て
要
約
し
て
も
ら
い
、
課
題
や

有
効
な
解
決
策
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
調
査
に

行
っ
た
白
川
村
荻
町
は
生
活
の

空
間
と
観
光
の
空
間
が
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
観
光
化
が

進
む
こ
と
で
地
域
が
豊
か
に
な
っ

た
り
、
知
名
度
が
向
上
す
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
観

光
客
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
で
観

光
公
害
が
生
じ
た
り
、
住
民
の
生

活
の
利
便
性
が
低
下
し
て
生
き

づ
ら
く
な
る
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
半

の
住
民
は
観
光
業
に
従
事
し
て
い

ま
す
か
ら
、
煩
わ
し
さ
も
含
め
て

仕
方
な
い
と
折
り
合
い
を
つ
け
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
回
は
そ
う
い
っ
た
部
分

を
重
視
し
て
調
査
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
皆
、観
光
現
象
や

観
光
産
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま

す
か
ら
非
常
に
熱
心
に
調
査
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
事
前
に
飲

食
店
や
土
産
物
店
、民
宿
な
ど
観

光
業
に
従
事
し
て
い
る
方
々
に
聞

平成25年度実習一覧
担当教員名／専門 実習の内容

合掌	顕	准教授／環境心理行動学
古民家への居住希望者、店舗・施設としての利用者等を
対象として、住意識（利用意識）や住まい方・利用プラ
ン等について調査を行う。

高木	和美	教授／社会福祉学
山崎	仁朗	准教授／社会学

岐阜市内の松籟団地をフィールドとし、住民のライフヒス
トリーと同団地の歴史の創出過程を明らかにする。

伊原	亮司	准教授／社会学
岐阜圏域に根ざした企業や公的機関の職場のあり方を実
態に即して明らかにする。自ら職場で働きながら、職場の
実態を参与観察する。

林	琢也	助教／地理学
岐阜県白川村荻町集落（白川郷）を事例に、世界遺産登
録後の観光化がもたらした功罪について住民への実態調
査を行う。

口藏	幸雄	教授／人類学 世界の民族の伝統的生活や思想（考え方）、宗教、および
現在置かれている状況や問題点を学ぶ。

有本	信昭	教授／経済学
「中山間地帯の地域振興と森林保全」をテーマに、谷汲
地区で森林保全に取り組むNPO法人の活動を竹炭づくり
や木工教室などの体験を通して学ぶ。

富樫	幸一	教授／地理学
西村	貢	教授／経済学

岐阜県羽島市を事例として、まちなか観光や商店街活性
化などをテーマとした調査を行い、また現地で関係者と
ワークショップを開催。

粕谷	志郎	教授／生物学 揖斐川、長良川の底生動物の採集、指標生物の観察によ
り河川の現状を把握・理解する。

富樫	幸一	教授／地理学
大垣市の北部に位置する昼飯・赤坂地区を事例に、旧早
野邸セミナーハウスや周辺地区における地域の歴史、社
会、文化、建物などの調査を行う。

地域科学部では人文、社会、自然の諸科学全般に関す
る科目を開設し、総合的な視野から幅広い知識を得ら
れる一方で、学生が興味を持った分野を専門的に学
べるカリキュラムを実施しています。「地域学実習」
は地域社会の中に出向き、現実に即した生きた知識も
学べる、3年生全員を対象に行う必修科目です。学部
の特色の一つである実践的な授業であり、地域社会
で生じる現象を実証的に分析する際の専門的な調査・
研究の方法を学びます。扱う現象により具体的な手
法は異なりますが、「調査の企画、仮説の構築、デー
タ収集手法の検討、調査項目の決定、データ収集、
データの集計・分析、データの検証・解釈、報告書の
作成」といった基本的な手順を、フィールドワークを
通して身につけます。報告書作成後、調査先に成果
をフィードバックし意見交換を行う場合もあります。

地域科学部 地域政策学科
地域政策講座3年

伊藤 未有 さん

私は観光やメディアに興味があ
り、地域科学部に進みました。

座学ではわからない実態を肌で感じられる「地域学実習」は
意義があると思います。観光地が生活の場でもある住民の方
の思いにも興味がありました。調査前に論文を読み、ネガティ
ブな意見が多いかなと思いましたが実際にはポジティブで、み
んなで観光地を作っていこうという気概を感じました。思いが
募り、ゼミ旅行で再び白川郷を訪れました。実習後は積極的に
行動を起こせるようになりましたね。

実習経験が行動を起こすきっかけに

4〜6月6月20・21日7月8〜9月10月26日2月3月

地域科学部 地域政策学科
地域政策講座3年

浅井 政人 さん

観光業に従事する町の方々は
家屋保全のために規制を受けた

り、プライバシーを侵害されかねない中でも、協力して問題解
消に取り組んでおられました。白川村の良さを広めたいという
思いが伝わってきて、調査中は何度もジーンとしましたね。私
は地域振興に関わる仕事に就きたいのですが、きっかけは地
域科学部の先生方が精力的に活動されていて、勢いを感じた
からです。林先生の授業や実習を受けて、ますます地域科学
部に来た意味を感じています。

12	平成25・平成24年度地
域学実習調査風景		3	平成
22年度住民フィードバックの
様子（林琢也助教グループ）

地域振興への興味を深めた実習でした

学生インタビュー

事前準備
（通常講義内）

白川村荻町にて

現地調査
（聞き取り）

調査結果の
分析・考察

まとめ
（報告書の執筆・

報告会の準備）

社会調査
インターカレッジ

で報告
（名古屋大学にて）

報告書の
完成

調査先・
関係者に

配布

平
成
25
年
度
の

実
習
の
流
れ
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地
域
科
学
部 

3
年
次
前
期
必
修
科
目「
地
域
学
実
習
」

学
生
が
地
域
社
会
に
出
向
き
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て

調
査
・
研
究
方
法
を
学
ぶ
。

林
琢
也
助
教
グ
ル
ー
プ『
世
界
遺
産
・
白
川
郷
に
み
る
観
光
化
の
功
罪
』

多
面
的
、多
角
的
に
現
象
を
解
釈
し
、

考
え
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。

地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
、

暮
ら
し
や
す
く
文
化
的
な
地
域
社
会
を
創
出
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

政
策
、
産
業
、
環
境
、
福
祉
、
文
化
な
ど
幅
広
い
諸
事
象
を
深
く
探
究
す
る
地
域
科
学
部
は
、

国
立
大
学
で
は
珍
し
い
総
合
的
な
学
部
で
す
。

3
年
生
が
必
修
科
目
と
し
て
履
修
す
る
「
地
域
学
実
習
」
は
、

地
域
に
出
向
い
て
課
題
に
取
り
組
む
実
践
的
な
授
業
。

今
年
度
は
9
つ
の
授
業
を
10
人
の
教
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

学
生
は
シ
ラ
バ
ス
を
参
考
に
希
望
す
る
授
業
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地域科学部
地域政策学科

林 琢也 助教

地域科学部 3年次前期必修科目

地域学実習
Applied Field Study
対象学生：地域科学部3年生
開講学期：前学期

1
2

3




